
保健のめざす姿 保健のめざす姿 保健のめざす姿 保健のめざす姿

食育のめざす姿 食育のめざす姿 食育のめざす姿 食育のめざす姿 食育のめざす姿

目標 目標 目標 目標 目標

・母子健康手帳交付 ・個別相談 ・1歳6ヶ月～7ヶ月

・個別相談 食事・おやつ指導

妊婦レシピとパンフレットの配布

全新生児･産婦対象

母乳・ミルク体重チェック ・2歳3ヶ月～4ヶ月 〔ポピュレーション〕

すこやか相談のすすめ 食事・おやつ指導 ・市の健康の様子の周知

・マタニティライフ教室 ・健診の啓発

・食事､運動､禁煙等に関する広報活動 ・各組織、団体の要望に応じた健康教育

栄養 ・各組織･団体の要望に応じた健康教育

（適正な体重増加、貧血予防等） 　4ヶ月児健診 ・3歳3ヶ月～4ヶ月

歯の健康 　7ヶ月児健診 食事・おやつ指導 ・食育料理教室（健康まなびや）

妊娠中の過し方 　12ヶ月児健診 ・男性のための料理教室 ・農作業を通した食育、介護予防事業（畑楽人）

禁煙について 　整形外科健診 ・管理栄養士・保健師による食事指導

・離乳食について 〔ハイリスク〕 　（出前介護予防教室）

集団・個別相談指導 ・お便り帳の記入連絡、送迎時の助言 ・特定保健指導

・メタボ対策 一般健康相談

・毎月の給食だよりの発行 ・ＣＫＤ対策 （いきいき「腎臓」講座） ･すこやか相談

　 ･所内･電話健康相談

・嗜好調査

(食習慣、生活習慣に関するアンケート調査) 一般健康相談

･すこやか相談

（管理栄養士の配置） ・給食試食会 ･所内･電話健康相談

・食に関する相談

・離乳食、食物アレルギー

　障害のある子ども等への個別対応

食育推進　　歯科保健　　

住民主体の健康づくりの推進 健康づくり推進協議会　愛育会　 食生活改善推進員会　　ハンディキッズクラブ 地域包括支援センター運営協議会　　げんきかい

関係機関･関連団体との連携･体制づくり 保健福祉事務所・児童相談所・保育園・教育委員会・幼稚園・学校・民生委員・児童委員・医療機関・社会福祉協議会・国保運営協議会等・自治会・ことぶきクラブ・消防団・商工会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青壮年期

・健診会場で、食に関する問診の実施

・結果説明会で、食生活改善推進員による、

・結果説明会で、管理栄養士・保健師による

　個別食事指導

朝食欠食率の低下を図り、正しい生活習慣の確立に努める

食生活の重要性を理解し、果物や菓子類の適切な摂取や減塩を意識した食生活
を送ることができる

生活習慣病の予防・改善のための食事がとれるよう努める

・健診会場で、食に関する問診の実施

外食や中食はバランスを考えた食事を選択し、利用頻度が多くなり過ぎないように
適切な利用を心がける

・結果説明会で、管理栄養士・保健師による個別食事指導

管理栄養士・保健師による家庭訪問

　試食とレシピの配布

　（地区伝達講習、児童館での健康教育等）

・食生活改善推進員による健康教育

・健診受診者へ健康教育への参加のすすめ

乳児健康診査
健康相談

・「子どもが作る中央市弁当の日」　小・中学校

・食生活改善推進員による健康教育（健幸料理教室、地区伝達講習等）

・食に関する講演会

・地場産物の活用、郷土食の活用

・工場視察・見学

・食育推進研究会参加

・親子給食試食会

2歳児歯科
健康診査

・健診受診者へ健康教育への参加のすすめ

3歳児健康診査
・牧場や校外学習の体験

・栄養教諭・栄養士による指導

妊婦自身が妊娠中の健康に
ついて知識を持ち、適正な食
生活が実践できる

安心・安全な生活の中で自分を大
切にし、自立していく準備ができ
る

地域の中で安心して育児を楽しむことができる
子どもが健やかに育つ

母親学級

妊娠全期を通して食事
の重要性と適正な体重
増加に対して理解を深
める

妊娠中の過程を理解
し、貧血予防に努める

食事は生活のリズムや心の安定につながる事を理解し、楽し
さや雰囲気づくり、食事のリズムの大切さを学ぶ

うす味やおやつの与え方を学び、生活習慣病の理解を深める

1歳6ヶ月児
健康診査

出生届

新生児(乳児)
産婦訪問指導

偏食や無理なダイエットをやめ、「食」に関
心を持つよう、啓発・普及活動を行う

・給食だよりの発行

・「食育月間」「食育の日」

　「給食週間」等を決め指導

・保健・家庭科等の授業で学習

妊娠期

介護予防、転倒予防、閉じこもり防止を行い、
いきいきとした生活ができる

適切な食事、定期的な運動を継続的に実践し、生活習慣病（メタボリックシンドロー
ム等）の発症予防・重症化予防ができる

「個食」をさけ、栄養バランスに気をつけきちんと食事をとることが
でき、低栄養の低減を図る

・結果説明会で、食生活改善推進員による、試食とレシピの配布

高齢期乳幼児期

食べる楽しさや経験を増やしながら食事のリズム・生活のリズ
ムを身につけ心身共に健やかに育つ

食について関心を持ち、健康的な生活習
慣の確立を身につける

自分自身の健康への配慮ができた生活を送れる
～生活習慣病を予防し、重症予防と健康寿命の延伸を図る～

生涯にわたる味覚や嗜好が生活習慣病予防につながるよう
食生活を整える

月齢や成長にあわせ、離乳食やおやつについて学習する機
会を提供し、「食」に対する理解を深める

保護者も共に学ぶ機会を提供し、理解を
深める

小・中学生期

低栄養予防・骨粗しょう症予防のための食事に対し理解を深め、
実践することができる

妊娠届出

（はじめる続ける健康あっぷ事業、ヘルシー栄養教室）

すこやか相談

健診後継続支援対象者

・３世代交流　郷土食料理教室

離乳食教室

・親子食育教室

中央市食育推進事業体系図 

妊娠期 乳児期 幼児期 小･中学校 

健診 

健康相談 

健康教育 

訪問指導 

健診 

健康教育 

一人暮らし高齢者昼食会 

訪問指導 

健康相談 

保育園 
一般介護 
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